
 

 

第 3 回プラスチック削減オンライン連続セミナーアンケート結果 

 

 

本セミナーで最も印象に残った事 

1 京都大学の調査 

2 
セミナーの開始時間は。メールでは 7時となっていました。そのため 30分時間をロスしてしま

いました。また、クローズアップ現代の時間も長く、時間の無駄が多かったです。 

3 京都の取り組みの詳細を今後勉強したい。 

4 学生の取り組みが紹介されていて良かったと思います。ありがとうございました。 

5 京都大学の取り組み（＃カバンの中のプラなど） 

6 
さまざまな提案がありましたが、一日も早く「グレートリセット」に世界中が取り組むことが必須と

思いました。 

7 コロナ禍でプラスチックリサイクルの循環が崩れてしまっていること 

8 鞄の中のプラスティック確認。 地元でも行ってみたいと思います。 

9 学生たちの取り組み。 

10 京都市のごみの少なさと 2030年の目標の高さ 

11 学生さんの行動 

12 プラスチックリサイクル推進のマイルストーンについて 

13 グレートリセットという言葉です。 

14 環境問題が深刻になっているにもかかわらず使い捨てゴミが増えつづけていること 

15 カバンの中を点検すること 他の人に話しやすいです 

16 ケミカルリサイクルの取り組み 京都市のゴミ削減の取り組みの本気度 希望が見えました 

17 プライドチャート 



 

 

18 
かばんの中のプラスチックは、いい取り組みだと思います。自分の足元から見直すことは大事

です。 

19 グレートリセット、京都市の数値目標 

20 日本に帰ると、プラスチックの多さを感じたこと 

21 家庭ごみの調査 

22 グリート リセット という言葉、京大式プラチャート  

23 メーカーのタッグが興味深いです。これは是非、市民もくわわりたいですね。 

24 
生活スタイルの変化（コロナ禍巣ごもり）がゴミを増やしている現状は知ってたが、 

プラごみに大きく反映していることに驚いた。便利さを求め続けると環境心配になった。 

25 
ケミカルリサイクルが始まっていること。カバン中プラスチック。社会のシステムを変えることに

よってプラへの依存も変えられる、瓶の話。 

26 
世界でゴミの環境排出が 3割もあるということ。日本のリサイクルのうち熱回収が殆どというこ

と。 

27 メーカーがリサイクルを具体的に始めていたこと 

28 
プラスチック利用量の削減は、本当に多面的に進められていて、またそうすることが必要なこと

が実感できた。 

29 リサイクルの難しさと、メーカーの生き残りに向けた技術開発とメーカー同士の連携 

30 
企業が、タッグを組んで自社のプラスチック製品のリサイクルに取り組んでいることに期待した

い 

31 京都大学では既に実践的な取り組みがなされて居たこと。 

32 
京大式プラチャートぜひやってみたいと思いました。プラスチックとの関りを可視化すこと、そこ

から持続可能な取り組みが始まるのではと思います。 

33 
クロ現＋、京都市での挑戦（12重点施策）、京都大プラ・イド革命、他 

実際の取組み事例等が参考になりました。これまで同様、資料の提供をお願いします。 

34 日本人は欧米に較べて、品物の持つ価値でなく、安い物を買うことが多いということ。 

35 

多様なプラスチック製品が半世紀の問いに増大したことを痛感した。生活の様々な場面で常に

その必要性を問い続け、プラスチック減少に向けて行動していくことが大切であることを改めて

教えられた。 

36 消費者の意識改革。拡大生産者責任は必須。３R全国ネットワーク頂上目指して！ 

37 
コロナ禍、巣ごもりで使い捨て商品が増えたこと。 

身近なことから始めるプラごみを無くす大切さ。 

38 
プラの削減に重要な拡大生産者責任の制度化（ドイツなどにならい）が日本では遅まきながら

20年も前から叫ばれていたのに・・・今日は見えてこなかったのが残念!! 



 

 

39 

 

プラスチック問題の解決に向けて私たち消費者の意識改革が重要ですね。 

浅利先生の活動は、一人ひとりの行動を動かすアイデアが詰まっていて、とても参考になりま

した。未来のために Z世代の活躍を期待しつつ、私にもできることをコツコツ積み上げていきた

いと思いました。 

みなさんの質問も学びになりました。ありがとうございました。 

40 
＃かばんの中のプラ ＃プラ・イドによりプラスチックとのつきあい方を考える イベントでやって

みたい 

41 
わが国のプラスチックごみの多さを見ると、国がやっと本格的にプラスチックごみ問題に取り組

み始めたが、消費者の方がまだプラごみ問題を深刻に考えていないこと。 

42 

誰もが環境が気になっているわけではない現実の中で「日本はプラが多すぎることに気づくこと

で、行動を変えることができる」という最後の浅利さんの言葉は示唆に富んでいるなーと思いま

した。 3Rネットの今後の発信に期待します。 

43 

浅利先生の研究だけでない、学生さんと共に行っている取組みが、ステキだと思いました。 

話を聴くなど、知る機会も大切だとは思いますが、動いてみることで、頭だけでなく、肌感覚で、

カラダと心に刻まれていくのだと思います。 

自分のカバンの中身を確かめてみます。知らないことも多いので、一つ一つのモノがプラが使

用されているかどうかを考えたり、調べたりすることからも、一歩になりそうです。 

44 プラスチックリサイクルのフローで環境放出が思ったより多かったこと 

45 

高齢化率の高い地域に住んでいるので、若い人たちへの働きかけで、若い層を巻き込んで動

きを起こしておられる様子に希望がもてました。 

ビジネスを成り立たせながら、変革を進めていくのは難しいけれど、それをやっていかねばなら

ないと、お話をお聞きして、思いました。 

46 プラの資源循環 

47 
コロナ禍で、使い捨てごみが増え、プラごみが増えたこと。生活スタイルの変化で未来の環境

身の事を考える必要を感じた。プラごみを減らす努力をしていくことが必要。 

48 

「グレートリセット」には、大量生産・大量消費・大量廃棄の見直しとする視点に共感。「京大プ

ラ・イド宣言」の京大式プラチャートやカバンの中から考える手法は参考になります。浅利先生

の学生とともに行動し考える柔軟さにいつも”なるほど”と思うことが多くあります。 

49 
カバンの中身チェック。プラスチックを減らすための活動を自分事にするために、まず身近なこ

とからの気づきから始めるという点で効果大と思った。 

50 
いつも出てくる「業界の本気度」ですが、以前（例えば、15～20年前）と今では何が大きく異な

るのか、焦点が絞りきれなかった感じです。もちろん、コロナの影響はあるにしてもですが。 

51 気づきを得られる方法(鞄の中のプラなど）など参考にできる事が多かったこと 

52 
プラごみが海外に輸出され、環境問題を引き起こしていること。ヨーロッパ諸国などにくらべ、日

本の消費者がエシカルな認識が低いこと。 



 

 

53 

各メーカーが共同でパッケージの仕様を統一し、リサイクルしやすい仕組みづくりを行っている

こと。日本は世界に比べて埋め立てが少なく、熱回収を含めるがリサイクル率が高いが、リサ

イクルは利益が少なく民間企業では限界があること。 

54 世界のプラスチックの環境流出が大きいこと、日本は計算すらできないこと 

55 
日本のプラスチックフローが 2013年の資料で大変がっかりした。もっと危機的だと思うが､何

故最近の資料が出せないのか？ 

56 

花王が同業他社とともに、これからの資源循環に対して、製品のリユースをしていく、自社回収

つめかえて、、、という流れがとても新鮮に聞こえました。プラスチックの減量にはいいことです

ね。早く実現され、世の中の意識改革につなげていってほしいですね、 

57 バックに流れていた音は、テレビかラジオの音でしょうか？少し気になりました。 

58 京都市の挑戦 数値目標をもって資源循環に取り組んでいること 

59 
プラごみを海外に輸出してきたこと。それが環境破壊を引き起こしてきたこと。海洋プラスティッ

クの増加。 

60 日本のプラスチックフロー 

61 クローズアップ現代のリサイクルの現状・かばんの中身といるプラ・いらないプラのグラフ 

62 

「家庭ごみの組成調査」の中で給水型の紙おむつは全く予想外。私は布おむつが当たり前の

時代に子育てをしてきたが、今では高齢化も含めて大量に使用されているので大問題だと思

います。 

63 

浅利先生が実践されているプラ・イド・チャートの詳しい使い方や多くの人を巻き込んでいる環

境教育活動の話が紹介されなかったのが残念でした。環境省の資料の説明は不要でした。浅

利先生しか話せない浅利先生のユニークな活動の話が聞きたかったのです。 

64 データ化された内容は、とても良かったです。 メモが取れないのが残念でした。 

65 
ネットの接続が不安定で、途中切断されたり、再接続後には音声が聞こえなくなったりしたた

め、先生の話がほとんど聞けなかったです。京都市の取り組みが印象に残ってます。 

66 
国際的なプラスチックの海洋流出の状況など、説明テータの選択が的確だったように思いまし

た。 

67 日本のプラスチックマテリアルリサイクルの推進が喫緊の問題であること 

68 

講座に出席させてくださりありがとうございました。最初がテレビの録画だったのでちょっとびっ

くりしました（せっかくなので先生のお話を伺える方がよかったかと。もしお見せになる場合で

も、一部かいつまんででよいのではないでしょうか）。京都市の調査の変化の話は面白かった

です。 

69 
終始，別の音声がバックグラウンドで鳴っていたり、音声が途切れたり，ブレたり、間延びした

り，早口になって早送りでもしているような音が聞き苦しく、聴きづらかった。 

 



 

 

 


